
   

  

   

リオデジャネイロ日本人学校（以下：リ

オ）と、サンパウロ日本人学校（以下：サ

ンパウロ）の小学部高学年は、総合的な

学習の科目で遠隔合同授業を実施してい

ます。 

テーマは「つながろう、サン・リオ（サンパウロ・リオデジャ

ネイロ）発見プロジェクト」です。 

最初の授業では、児童にアンケートを取り、サンパウロ

やリオデジャネイロについて知りたいことを調査しました。

その結果を踏まえ、①自然 ②観光・食べ物 ③歴

史・行事 ④生活の４つのグループに分かれ、現在そ

れぞれのグループで調べ学習を進めています。 

この授業における、ポイントの１つは、調べ

学習を両校でいっしょに進める中で、リオと

サンパウロの児童がお互いの進行状況が

確認できるように Google スライドを使用

したことです。 

Google スライドとは、スライドショーを作成することがで

きるツールで、場所を問わずどこからでもプレゼンテーシ

ョンにアクセスして、作成や編集、共同作業を行うこと

ができます。 

遠隔合同授業内でグループワークを行う際、相手の

進度を確認することは容易ではありません。お互いの

進行状況が理解できないと、それぞれ個人での調べ

学習が進むため、なかなか一緒に作成しているという

意義を見出せないかもしれません。 

そこで、Google スライドを使用することで、相手と話し

ながらスライドを作成したり、まとめたりできるのではない

かと考えました。 

 Google スライドを活用し

て問題解決 

  

 その結果、合同授業でお互いの様子を見ながら、生徒が

書き込みを進めていくだけではなく、合同授業以外の時

間に作ったスライドを見ることができたので、お互いの進度

を確認し、「一緒にやっている」という感覚を常に持たせな

がら、交流をすることができました。 

このように、Google スライドを使用することで、遠隔合同

授業でも対面授業のようにグループワークを行うことが可

能になりました。 

もちろん、Google スライドを使うということは、遠隔で協

働作業をするための一つの方法です。子どもたちが主体

的に話し合いを進めていくには、活動の目的や流れをはっ

きりと示し、日頃の授業でも「聞く、話す、話し合う」活動

を大切にすることや、話し合える雰囲気づくりが不可欠で

す。 

 

 

 

合同授業では、これからも、子どもたちが、「多様性を受

け入れ、柔軟で豊かなコミュニケーション力をもち、協働

できる」ことを目指して取り組んでいきます。２月に行う、

本単元の研究授業に向けて、引き続きサンパウロとの

研究を進めていきたいと思います。 
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提供写真（Google スライドでグループの活動を協働につなげる） 

 


